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第
四
十
四 

  
 

展
示
会 

   
 
 
 
 

一 
  

『
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
50
年
史
』
な
ど
に
よ
る
と
、
森
村

商
事
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
タ
ビ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
社
と
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
の
東

洋
代
理
店
契
約
を
結
ぶ
に
当
た
っ
て
、
そ
の
立
役
者
は
水
品
浩
と
い

う
一
個
人
で
あ
っ
た
か
の
印
象
を
受
け
る
。
な
る
ほ
ど
、
水
品
浩
と

い
う
人
材
が
い
な
け
れ
ば
、
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
は
一

九
二
五
年
の
時
点
で
日
本
に
輸
入
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
当
の
社
長
で
あ
る
森
村
市
左
衛
門
が
統
計
会
計
機
械
装

置
の
有
用
性
を
理
解
し
、
自
社
の
新
規
事
業
と
し
て
将
来
に
期
待
し

て
い
な
け
れ
ば
、
水
品
の
構
想
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本

陶
器
の
加
藤
理
三
郎
が
統
計
会
計
機
械
装
置
の
導
入
に
強
い
意
向
を

継
続
し
て
示
し
て
い
な
け
れ
ば
、
森
村
商
事
に
よ
る
輸
入
は
達
成
さ

れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 

さ
ら
に
い
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
副
支
配
人
の
中
山
武
夫
が
、
水

品
浩
を
し
て
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト
の
工
場
で
研
修
さ
せ
て
い

な
け
れ
ば
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
副
社
長
の
ブ
レ
ト
マ
イ
ヤ
ー
が
ア
ジ
ア
市
場

の
将
来
性
を
見
て
い
な
か
っ
た
な
ら
―
―
つ
ま
り
加
藤
理
三
郎
、
森

村
市
左
衛
門
、
中
山
武
夫
、
水
品
浩
な
ど
、
明
治
生
ま
れ
の
気
骨
が
、

日
本
に
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
を
も
た
ら
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

一
九
二
五
年
の
五
月
、
モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
副
支
配
人
・
中
山
武
夫
は
、
日
本
の
森
村
商
事
本

社
に
宛
て
て
一
通
の
手
紙
を
送
っ
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト

工
場
で
研
修
を
終
え
た
水
品
浩
が
、
機
械
の
積
み
出
し
に
先
立
っ
て

シ
ア
ト
ル
経
由
で
日
本
に
向
か
っ
た
こ
と
を
告
げ
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
と
の

代
理
店
契
約
が
無
事
に
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
中
で
中
山
は
こ
う
記
し
て
い
る
。 

  

日
陶
ニ
於
テ
愈
々
実
用
ノ
暁
キ
ハ
其
活
用
ノ
程
度
ニ
依
リ
内
地
緒

工
業
銀
行
ニ
使
用
セ
シ
ム
ル
ノ
途
ハ
充
分
有
之
事
ト
信
ジ
申
候
、
此

器
械
ハ
保
険
会
社
、
鉄
道
、
政
府
、
紡
績
会
社
等
活
用
シ
テ
此
レ
ヨ

リ
利
益
ヲ
得
ン
事
ハ
確
実
。 

  
日
本
陶
器
名
古
屋
事
務
所
に
設
置
さ
れ
た
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計

機
械
装
置
は
、
五
段
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
一
台
、
ソ
ー
タ
ー
、
電
気

式
穿
孔
機
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
、
付
属
品
一
式
で
総
額
は
四
千
百
七
十

二
ド
ル
二
十
一
セ
ン
ト
、
輸
入
関
税
が
二
千
百
六
十
九
円
一
銭
だ
っ

た
。
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
一
ド
ル
＝
二
円
と
す
る
と
、
関
税
を
含
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め
一
万
二
千
円
以
上
に
な
る
。 

 
―
―
一
万
円
の
貯
金
が
あ
れ
ば
、
利
子
だ
け
で
食
べ
て
い
け
る
。 

 
と
当
時
は
言
わ
れ
て
い
た
。 

 

一
九
二
五
年
に
お
け
る
男
子
職
工
の
給
与
を
調
べ
る
と
、
初
任
給

は
月
額
二
十
円
前
後
だ
っ
た
。
一
般
の
企
業
が
事
務
用
に
使
っ
て
い

た
タ
イ
ガ
ー
式
計
算
器
の
最
高
モ
デ
ル
が
約
五
百
円
だ
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
製
の
統
計
会
計
機
械
装
置
が
い
か
に

高
価
だ
っ
た
か
が
分
か
る
。 

 

日
本
陶
器
に
向
け
た
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
が
到
着
し

た
直
後
、
逓
信
省
の
貯
金
局
か
ら
引
き
合
い
が
あ
っ
た
。
続
い
て
一

九
二
六
年
六
月
に
三
菱
造
船
神
戸
造
船
所
が
国
内
第
二
号
ユ
ー
ザ
ー

と
な
る
契
約
を
結
ん
だ
。 

 

三
菱
造
船
は
次
い
で
二
七
年
、
長
崎
造
船
所
に
も
ホ
レ
リ
ス
式
を

採
用
し
た
。
同
社
は
一
九
二
一
年
の
軍
縮
以
来
の
造
船
不
況
に
対
応

す
る
た
め
、
経
営
合
理
化
の
一
環
と
し
て
事
務
の
機
械
化
を
調
査
・

研
究
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

出
だ
し
は
順
調
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
内
経
済
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
傷
つ
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

経
済
が
持
ち
直
し
、
日
本
か
ら
の
輸
出
に
依
存
す
る
必
要
が
な
く
な

っ
た
。
加
え
て
陸
軍
の
規
模
縮
小
が
国
内
経
済
を
減
速
さ
せ
た
。 

 

Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
が
原
則
と
し
て
い
た
レ
ン
タ
ル
制
度
も
日
本
の
企
業
に

馴
染
ま
な
か
っ
た
。
ば
か
り
で
な
く
、
レ
ン
タ
ル
契
約
の
前
提
と
さ

れ
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
年
間
四
万
枚
購
入
要
件
や
保
守
サ
ポ
ー
ト
費
な

ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
。 

 

一
九
二
五
年
に
日
本
陶
器
、
二
六
年
に
三
菱
造
船
神
戸
造
船
所
、

二
七
年
に
同
社
長
崎
造
船
所
と
、
年
間
一
セ
ッ
ト
の
契
約
が
精
一
杯

で
、
引
き
合
い
も
伸
び
悩
ん
だ
。 
 

森
村
市
左
衛
門
と
水
品
浩
は
、「
一
年
間
に
五
台
の
契
約
を
取
る

こ
と
」
と
い
う
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
と
の
契
約
を
果
た
す
に
は
、
思
い
切
っ
た

手
が
必
要
と
考
え
た
。
世
の
中
に
広
く
、
統
計
会
計
機
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
装
置
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
、
ど
の
よ
う
に
動
か
し
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。
し
か
し

広
告
を
す
れ
ば
売
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。 

 

そ
こ
で
森
村
市
左
衛
門
は
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
の
十
一
月
、

東
京
・
銀
座
四
丁
目
に
あ
っ
た
森
村
銀
行
で
、
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会

計
機
械
装
置
の
展
示
会
を
催
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
た
め
に
日
本
陶

器
に
設
置
さ
れ
て
い
た
マ
シ
ン
が
搬
入
さ
れ
、
岩
田
壮
一
も
随
行
し

て
実
演
に
当
た
っ
た
。 

 

さ
ら
に
森
村
商
事
は
、
展
示
用
と
し
て
最
新
式
の
電
気
式
ソ
ー
タ

ー
、
電
気
式
パ
ン
チ
マ
シ
ン
、
ベ
リ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
輸
入
し
て

公
開
し
た
。
ソ
ー
タ
ー
は
ホ
リ
ゾ
ン
タ
ル
（
水
平
）
型
だ
っ
た
と
さ

れ
る
。
国
内
初
の
計
算
機
展
示
会
が
こ
う
し
て
開
か
れ
た
。
森
村
の

声
が
け
と
あ
れ
ば
、
政
財
界
の
要
人
は
見
に
行
か
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
。 



＝巻之五 靉靆＝ 

 40 

  
 
 
 
 

二 
  

展
示
会
は
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
中

央
官
庁
を
は
じ
め
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、
大
手
製
造
業
の
要
人
が

招
待
さ
れ
た
。
招
待
状
に
は 

 

最
新
式
に
し
て
機
能
顕
著
な
る
こ
と
は
申
上
げ
る
ま
で
も
な
く
現
に

米
国
に
於
て
普
く
使
用
せ
ら
れ
日
日
の
計
算
、
統
計
及
調
査
等
殆
ど

応
用
せ
ら
れ
ざ
る
な
く
到
底
人
力
を
以
て
企
図
し
得
ざ
る
効
果
を
挙

げ
居
り
其
使
用
の
有
無
は
事
業
の
振
否
に
関
係
す
る
程
の
有
様
に
こ

れ
あ
り
実
地
操
作
の
状
態
を
親
し
く
御
覧
な
さ
れ
た
く
…
…
。 

  

と
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
副
支
配
人
の
中

山
武
夫
は
本
社
に
宛
て
て
、 

 

「
此
機
械
ノ
照
会
ハ
ヂ
リ
ヂ
リ
ト
根
強
ク
進
ム
」 

 

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
送
っ
て
い
る
。 

 

機
械
の
操
作
実
演
は
水
品
が
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
装
置
の

機
能
・
性
能
、
使
用
方
法
な
ど
を
解
説
し
た
。
今
で
い
う
「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
機
械
装
置
の
性
能
や
操
作
方
法
に
力
点
を
置

か
ず
、
レ
ン
タ
ル
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
強
く
理
解
を
求
め
る

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

大
き
な
期
待
を
か
け
た
展
示
会
だ
っ
た
が
、
数
百
人
の
来
場
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
注
に
結
び
つ
き
そ
う
な
引
き
合
い
は
一

件
も
な
か
っ
た
。
森
村
市
左
衛
門
は
起
死
回
生
の
受
注
拡
大
を
ね
ら

っ
た
も
の
の
、
こ
れ
で
は
自
社
の
経
営
幹
部
を
説
得
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
事
業
を
継
続
す
る
に
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
た
。 

 

そ
こ
で
彼
は
、
同
じ
銀
座
界
隈
で
輸
入
事
務
機
器
販
売
を
営
ん
で

い
た
黒
澤
貞
二
郎
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
。
こ
の
と
き
黒
澤
は
、
関

東
大
震
災
の
打
撃
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
た
と
き
だ
っ
た
。 

 

「
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
条
件
次
第
で
は
、
代
理
店
契
約
を
肩
代
わ
り
し
て

も
い
い
」 

 

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
こ
の
話
は
の
ち
ほ
ど
詳
述
す
る
。 

 

こ
の
黒
澤
貞
次
郎
と
い
う
人
物
は
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）、

東
京
・
京
橋
の
生
ま
れ
と
い
う
か
ら
、
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械

装
置
の
営
業
権
を
譲
り
受
け
た
と
き
は
五
十
二
歳
、
す
で
に
初
老
の

域
に
達
し
て
い
た
。 

 

真
珠
の
御
木
本
幸
吉
、
服
部
時
計
店
の
服
部
金
太
郎
と
並
ん
で

「
銀
座
の
三
偉
人
」
と
も
称
さ
れ
た
。
三
人
は
と
も
に
、
若
い
こ
ろ

辛
苦
を
経
験
し
独
創
的
な
仕
事
で
成
功
し
た
。
そ
の
共
通
点
が
、
お

互
い
を
引
き
寄
せ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。 

 

ち
な
み
に
御
木
本
幸
吉
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）、
三
重
に
生

ま
れ
、
家
業
の
う
ど
ん
屋
を
継
い
だ
。
一
八
九
六
年
、
一
念
発
起
し
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て
伊
勢
・
英
虞
湾
に
浮
か
ぶ
多
徳
島
に
真
珠
の
養
殖
場
を
設
け
、
研

究
に
着
手
し
た
。
一
九
〇
五
年
、
真
円
真
珠
の
養
殖
に
成
功
し
た
。

ま
た
た
く
う
ち
に
世
界
の
パ
ー
ル
市
場
の
六
割
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し

た
。 

 

ず
っ
と
の
ち
の
こ
と
だ
が
、
第
二
次
大
戦
中
、
真
珠
は
奢
侈
品
と

い
う
こ
と
で
養
殖
を
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
幸
吉
は
こ
れ
に
服
せ
ず

養
殖
を
続
け
た
た
め
に
、「
非
国
民
」
の
罵
声
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。

一
九
五
四
年
没
、
享
年
九
十
六
。 

 

服
部
金
太
郎
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）、
江
戸
に
生
ま
れ
、
夜

店
の
小
僧
か
ら
時
計
の
修
繕
工
に
な
っ
た
。
一
八
八
一
年
に
独
立
し

て
服
部
時
計
店
を
開
業
し
、
八
七
年
に
現
在
の
銀
座
四
丁
目
角
に
店

を
構
え
た
。
当
初
は
輸
入
時
計
を
専
門
に
扱
っ
た
が
、
九
二
年
「
精

工
舎
」
を
興
し
て
柱
時
計
や
置
き
時
計
な
ど
の
組
み
立
て
を
始
め
た
。 

 

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）、
国
産
初
の
腕
時
計
「
リ
ー
レ
ル
」（
ロ

ー
レ
ル
）
を
完
成
さ
せ
、
第
一
次
大
戦
の
時
、
ス
イ
ス
の
時
計
産
業

が
打
撃
を
受
け
た
肩
代
わ
り
と
し
て
輸
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

日
本
の
精
密
機
械
技
術
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

の
ち
貴
族
院
議
員
。
一
九
三
四
年
没
、
享
年
七
十
三
。 

 

三
人
は
回
り
持
ち
で
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
フ
ィ
ス
に
集
ま
っ
て
は
、
食

事
を
し
た
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
御
木
本
幸
吉
も
森
村
市
太
郎
、
開
作
の
世
話
に
な
っ

て
い
る
。 

 

彼
が
養
殖
に
成
功
し
た
真
珠
は
森
村
商
事
が
輸
出
窓
口
と
な
り
、

ア
メ
リ
カ
で
大
評
判
と
な
っ
た
。
神
秘
的
な
輝
き
を
持
つ
真
珠
は
ま

さ
に
欧
米
人
が
喜
び
そ
う
な
〝
日
本
的
な
る
も
の
〞
だ
っ
た
。「
ミ

キ
モ
ト
パ
ー
ル
」
の
名
が
世
界
に
知
ら
れ
た
の
は
、
森
村
商
事
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 
 

御
木
本
、
服
部
は
と
も
に
典
型
的
な
明
治
立
志
伝
中
の
人
物
だ
が
、

黒
澤
は
一
風
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

尋
常
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
十
歳
で
日
本
橋
の
薬
問
屋
に
丁
稚

と
し
て
奉
公
し
た
。
独
力
で
英
語
を
学
び
、
十
六
歳
の
と
き
、
奉
公

で
貯
め
た
金
を
す
べ
て
は
た
い
て
単
身
で
渡
米
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
は
終
息
し
て
い
た
が
、
坂
本
龍
馬
が
言
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
「
平
民
で
も
統
領
に
な
れ
る
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
海
を

渡
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
の
に
違
い
な
い
。 

 

シ
ア
ト
ル
魚
港
で
魚
洗
い
や
鉄
道
工
夫
の
仕
事
で
小
金
を
た
め
、

シ
カ
ゴ
市
を
経
由
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
た
ど
り
着
い
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
事
務
機
器
販
売
会
社
の
経
営
者
宅
で
下
男
と
し

て
働
い
た
。
雇
い
主
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て

い
た
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ハ
ッ
チ
で
あ
る
。 

 
ハ
ッ
チ
は
黒
澤
の
勤
勉
さ
と
能
力
を
評
価
し
て
自
身
が
経
営
す
る

エ
リ
オ
ッ
ト
＆
ハ
ッ
チ
・
ブ
ッ
ク
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
社
の
社
員
に

し
た
。
次
い
で
「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
る
の
か

を
知
り
た
い
」
と
い
う
黒
澤
の
要
望
で
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
・
メ
ー
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カ
ー
の
ス
ミ
ス
・
コ
ロ
ナ
社
に
就
職
を
世
話
し
た
。 

 
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）
に
帰
国
す
る
と
す
ぐ
、
東
京
市
京

橋
区
弥
左
衛
門
町
一
番
地
に
「
黒
澤
貞
次
郎
商
店
」
の
看
板
を
掲
げ

た
。
ア
メ
リ
カ
で
世
話
に
な
っ
た
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ハ
ッ
チ
社
と
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
の
代
理
店
契
約
を
結
ん
で
、
輸
入
事
務
機
器
の
販
売
を

始
め
た
の
で
あ
る
。 

 

扱
っ
た
の
は
自
動
番
号
押
印
機
や
文
書
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
機
、
万
年

筆
、
カ
ー
ボ
ン
複
写
紙
な
ど
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
バ
ロ
ー
ス
社
の

計
算
機
も
入
っ
て
い
た
。
事
務
機
器
・
用
品
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
黒

澤
の
事
業
は
順
調
に
拡
大
し
た
。 

 

帰
国
し
た
年
に
、
彼
は
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
工
夫
を
ほ
ど
こ

し
て
カ
ナ
文
字
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
試
作
し
た
。
ま
た
滞
米
中
に

会
っ
た
逓
信
省
の
役
人
か
ら
得
た
知
識
を
応
用
し
て
、
電
送
印
字
装

置
の
開
発
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。 

 

の
ち
、
一
九
二
八
年
に
緑
綬
褒
章
の
栄
を
受
け
た
と
き
、
カ
ナ
文

字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
開
発
を
思
い
立
っ
た
動
機
を
、
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。 

  

ア
メ
リ
カ
の
子
供
達
が
文
字
の
簡
易
の
た
め
、
如
何
に
も
た
や
す

く
、
小
学
教
育
を
受
け
つ
つ
あ
る
を
目
撃
し
て
、
我
が
国
で
も
漢
字

を
廃
し
、
か
な
も
じ
を
採
用
し
た
ら
ば
と
強
く
感
じ
た
の
が
、
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
業
に
従
事
す
る
動
機
で
あ
り
ま
し
た
。 

  

文
字
の
理
解
に
着
目
し
た
の
は
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
知

識
を
得
、
情
報
を
共
有
し
、
何
か
を
創
り
出
し
、
そ
れ
を
他
者
に
伝

え
る
こ
と
こ
そ
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
根
源
で
あ
る
こ
と
を
、
黒
澤

は
気
が
つ
い
て
い
た
。 
 

し
か
し
彼
は
偏
屈
に
「
か
な
も
じ
」
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
漢

字
の
簡
素
化
を
訴
え
、
日
常
生
活
に
必
要
な
漢
字
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
を
探
ろ
う
と
し
た
。
当
用
漢
字
の
考
え
方
に
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。 

 

こ
の
考
え
方
は
逓
信
大
臣
だ
っ
た
前
島
密
に
伝
達
さ
れ
、
前
島
は

そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
漢
字
を
簡
易
化
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
数
字

に
限
れ
ば
「
壱
」「
壹
」
を
「
一
」、「
貳
」「
弐
」
を
「
二
」、「
拾
」

を
「
十
」、「
阡
」
を
「
千
」、「
萬
」
を
「
万
」
二
、
と
い
う
具
合
で

あ
る
。 

 

同
時
に
田
舎
か
ら
出
て
き
た
勤
労
者
が
郷
里
に
送
金
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
考
え
て
い
た
前
島
は
、
そ
の
手
始
め
に 

 

―
―
業
務
に
使
う
数
字
を
漢
字
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
変
更
す
べ

き
で
あ
る
。 

 
と
説
い
た
。 

 
漢
数
字
で
は
誤
記
や
勘
違
い
が
発
生
し
、
か
つ
集
計
に
手
間
が
か

か
る
。 

 

「
算
用
数
字
」
と
い
う
呼
び
名
が
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。 
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三 
  

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
は
余
談
が
あ
る
。 

 

東
京
帝
大
の
田
中
館
愛
橘
で
あ
る
。 

 

田
中
館
愛
橘
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）、
岩
手
県
の
二
戸
に
生

ま
れ
た
。
東
京
帝
国
大
学
で
ア
メ
リ
カ
人
講
師
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
に

師
事
し
て
理
学
を
学
ん
だ
。
一
八
九
一
年
十
月
二
十
八
日
に
起
こ
っ

た
濃
尾
大
地
震
（
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
）
を
き
っ
か
け
に

設
け
ら
れ
た
震
災
予
防
調
査
会
で
中
心
的
に
活
動
し
、
日
本
全
国
の

地
磁
気
を
測
定
し
た
。 

 

純
粋
物
理
学
の
ほ
か
、
重
力
・
地
磁
気
・
地
震
・
度
量
衡
な
ど
に

も
多
く
の
業
績
を
残
し
、「
日
本
の
地
球
物
理
学
の
育
て
の
親
」
と

称
さ
れ
る
。 

 

学
士
院
会
員
・
貴
族
院
議
員
と
し
て
科
学
振
興
に
務
め
、
国
際
連

盟
の
知
的
協
力
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
一
九
四
四
年
（
昭
和
十

九
）
第
一
回
の
文
化
勲
章
を
受
章
し
、
戦
後
に
入
っ
て
随
筆
『
葛
の

根
』
な
ど
を
著
し
た
。
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
）
没
、
享
年
九

十
六
。
故
郷
二
戸
市
に
記
念
館
が
あ
る
。 

 

こ
の
人
物
は
一
方
で
「
ロ
ー
マ
字
博
士
」
の
異
名
を
取
っ
て
い
る
。 

黒
澤
貞
二
郎
が 

 

―
―
か
な
も
じ
を
採
用
し
た
ら
ば
如
何
。 

 

と
、
国
字
改
良
論
を
唱
え
て
い
た
前
島
密
に
提
言
し
た
の
と
同
じ

こ
ろ
、
田
中
館
は 

 

―
―
ロ
ー
マ
字
を
普
及
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。 

 

黒
澤
、
田
中
館
の
二
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
国
語
の
平
易
化

と
文
書
作
成
の
高
能
率
化
が
、
政
治
の
民
主
化
や
経
済
の
発
展
に
役

立
つ
と
信
じ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
田
中
館
は
一
八
八
五

年
（
明
治
十
八
）
に
「
羅
馬
字
会
」
を
発
足
さ
せ
、
黒
澤
商
店
や
三

井
物
産
か
ら
ア
メ
リ
カ
製
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
何
台
も
購
入
し
て
、

ロ
ー
マ
字
に
適
し
た
キ
ー
配
列
を
考
案
し
た
り
し
て
い
る
。 

 

田
中
館
が
万
国
測
地
学
会
議
に
出
席
し
た
折
、
そ
れ
ま
で
手
書
き

の
複
写
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
会
議
録
を
、
自
ら
考
案
し
た
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
で
速
打
し
た
。
こ
れ
が
速
記
録
の
源
流
と
な
っ
た
。
同

博
士
の
キ
ー
配
列
が
採
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
ん
に
ち
の
パ
ソ
コ
ン

用
キ
ー
ボ
ー
ド
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

キ
ー
ボ
ー
ド
の
話
が
出
た
の
で
、
つ
い
で
に
そ
の
こ
と
に
も
触
れ

て
お
き
た
い
。 

 
現
在
、
主
流
の
キ
ー
配
列
は
「
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｙ
（
ク
ワ
ー
テ
ィ
）」

方
式
と
呼
ば
れ
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
、
い
ち
ば
ん
左
上
か
ら
右

に
「
Ｑ
」「
Ｗ
」「
Ｅ
」
…
…
の
順
で
並
ん
で
い
る
。
こ
の
文
字
配
列

を
最
初
に
採
用
し
た
の
は
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
社
―
―
い
ず
れ
こ
の
会
社
が
パ
ワ
ー
ズ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
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グ
社
を
買
収
す
る
こ
と
に
な
る
―
―
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
政
府
機

関
と
軍
が
同
社
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
制
式
採
用
し
た
た
め
に
、
一

挙
に
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た
。 

 

―
―
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
販
売
員
が
デ
モ
を
す
る
と
き
、〔
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
〕
と
い
う
文
字
を
上
段
一
列
で
打
て
る
よ
う
に
し

た
。 

 

と
い
う
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
い
別
の
理
由
が
あ
っ
た
。 

 

―
―
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
頻
度
の
高
い
文
字
を
中
央
に
配
置
し
、

か
つ
統
計
を
も
と
に
、
左
右
の
指
が
効
率
的
に
働
く
よ
う
、
合
理
的

に
組
み
合
わ
せ
た
。 

 

つ
ま
り
欧
文
を
打
ち
や
す
く
し
た
、
と
い
う
の
だ
が
、
こ
れ
は
ど

う
や
ら
間
違
い
で
あ
る
ら
し
い
。 

 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
活
字
に
ア
ー
ム
が
付
い
て
い
て
、
キ
ー
を
押

す
と
ア
ー
ム
が
起
動
し
て
用
紙
の
面
を
打
刻
す
る
。
慣
れ
て
く
る
と

キ
ー
を
打
つ
速
度
が
著
し
く
速
く
な
っ
て
、
複
数
の
ア
ー
ム
が
宙
を

舞
い
、
と
き
と
し
て
ぶ
つ
か
り
、
絡
み
合
い
、
遂
に
は
お
互
い
を
破

壊
し
合
う
。
そ
れ
は
ま
ず
か
ろ
う
、
と
い
う
の
で
、
反
対
に
打
ち
に

く
く
し
た
。 

 

の
ち
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
打
ち
や
す

く
す
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
処
理
し
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

演
算
装
置
の
速
度
が
、
キ
ー
・
イ
ン
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
は
、
現
在
で
は
と
う
て
い
信
じ
ら
れ
な
い
が
、
キ
ー
ボ

ー
ド
入
力
に
対
応
し
た
初
期
の
計
算
機
に
は
し
ば
し
ば
そ
う
い
う
こ

と
が
起
こ
っ
た
。
操
作
を
し
に
く
く
す
る
と
い
う
の
も
、
人
間
の
知

恵
な
の
で
あ
る
。 
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補 

注 

〜
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〜
〜 

 

陸
軍
の
規
模
縮
小 

い
わ
ゆ
る
「
宇
垣
軍
縮
」。
加
藤
高
明
内
閣
の
陸
軍
大
臣

で
陸
軍
内
で
最
大
派
閥
の
領
袖
だ
っ
た
宇
垣
一
成
が
断
行
し
た
。
大
日
本
帝

国
陸
軍
を
構
成
す
る
二
十
一
の
師
団
の
う
ち
師
団
四
、連
隊
区
司
令
部
十
六
、

陸
軍
病
院
五
、
幼
年
学
校
二
、
人
員
三
万
四
千
人
、
軍
馬
六
千
頭
が
削
減
さ

れ
た
。
関
東
大
震
災
復
興
費
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
経
費
な
ど
を
捻
出
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
ま
た
人
員
削
減
で
捻
出
さ
れ
た
費
用
の
一
部
で
兵
備
兵
装
を

最
新
式
に
更
新
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。 

森
村
銀
行 

東
京
・
銀
座
四
丁
目
に
あ
り
、の
ち
三
菱
銀
行
に
吸
収
さ
れ
た
。

現
在
に
残
る
建
物
図
面
に
よ
る
と
、
総
大
理
石
造
り
二
階
建
て
で
、
正
面
に

は
四
本
の
ギ
リ
シ
ア
風
円
柱
が
立
ち
、
総
床
面
積
約
五
百
八
十
坪
（
一
千
九

百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
立
派
な
も
の
だ
っ
た
。
ホ
レ
リ
ス
式
会
計
機
械

装
置
の
販
売
部
門
は
こ
の
建
物
の
二
階
に
事
務
所
を
置
い
て
い
た
。 

日
本
的
な
る
も
の 

二
十
世
紀
に
入
る
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
興
味
は
一
時
期

の
絢
爛
豪
華
な
装
飾
性
を
脱
し
、日
本
画
の
簡
素
さ
や
俳
句
・
茶
道
の
侘
び
・

寂
び
に
移
っ
て
い
た
。 

ス
ミ
ス
・
コ
ロ
ナ
社 

黒
澤
が
入
社
し
た
当
時
の
社
名
は
「
ス
ミ
ス
・
プ
レ

ミ
ア
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」（Sm

ith Prem
ier T

ypew
riter 

Com
pany

）
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
に
本
拠
を
置
い
て

い
た
。
一
九
〇
三
年
、「
Ｌ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
・
ア
ン
ド
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」（L. C. Sm

ith &
 Bros.T

ypew
riter 

Com
pany

）
と
改
称
し
た
。 

東
京
市
京
橋
区
弥
左
衛
門
町
一
番
地 

の
ち
の
東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目

二
番
地
に
当
た
る
。 

メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル 
T
.C.M
endenhall

／
１
８
４
１
〜
１
９
２
４
。
東
京
帝

国
大
学
講
師
と
し
て
赴
任
し
た
直
後
の
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
二
月
二

十
二
日
、
関
東
地
方
に
か
な
り
強
い
地
震
が
発
生
し
た
。
同
じ
く
東
京
帝
大

で
地
質
学
を
教
え
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
講
師
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン（John M

ilne

／
１
８
５
０
〜
１
９
１
３
）が
地
震
研
究
の
必
要
性
を
訴
え
た
の
に
賛
同
し
、

世
界
初
の
地
震
専
門
の
学
会
「
日
本
地
震
学
会
」
を
創
設
し
た
。 
 

一
八
九
八
年
に
ア
ラ
ス
カ
の
上
空
を
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
飛
び
、
初
め
て
氷
河

の
写
真
撮
影
に
成
功
し
た
。
彼
が
発
見
し
た
氷
河
は
「
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
氷

河
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
氷
河
観
測
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。 

濃
尾
大
地
震 

被
害
は
建
物
全
壊
十
四
万
二
千
百
七
十
七
戸
、
半
壊
一
万
八

千
百
八
十
四
戸
、
死
者
七
千
二
百
七
十
三
人
に
達
し
た
。
被
害
の
地
域
は
、

岐
阜
、
愛
知
、
福
井
、
石
川
、
滋
賀
、
三
重
の
六
県
に
及
ん
だ
。
こ
の
地
震

を
契
機
に
、
わ
が
国
の
地
震
学
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。 

羅
馬
字
会 

の
ち
「
日
本
ロ
ー
マ
字
会
」
と
改
称
し
、
現
在
は
公
益
財
団
法

人
日
本
の
ロ
ー
マ
字
社
と
な
っ
て
い
る
。 

前
島 

密 

ま
え
じ
ま
・
ひ
そ
か
／
１
８
３
５
〜
１
９
１
９
。
越
後
国
（
新

潟
県
）
高
田
藩
士
上
野
家
に
生
ま
れ
、
旗
本
前
島
家
の
養
子
に
入
っ
た
。
は

じ
め
医
学
を
志
し
幕
府
の
函
館
諸
術
調
所
で
洋
学
を
学
び
、一
八
六
九
年（
明

治
二
）
維
新
政
府
に
出
仕
し
た
。
翌
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
近
代
諸
制
度

を
見
学
し
た
経
験
を
生
か
し
て
郵
便
制
度
と
郵 

便
為
替
・
貯
金
精
度
お
よ

び
、
電
話
・
電
信
の
基
礎
を
築
い
た
。
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
）
大
隈
重

信
と
と
も
に
下
野
し
、
北
越
鉄
道
、
東
館
汽
船
、
石
狩
石
炭
、
日
清
生
命
保

険
な
ど
の
経
営
に
参
画
し
た
。
黒
澤
貞
次
郎
が
「
か
な
文
字
」
を
提
言
し
た

の
は
、
前
島
は
一
時
的
に
逓
信
省
に
復
帰
し
た
と
き
だ
っ
た
。 
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